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ご 挨 拶 

 

                                    串本古座高等学校地域協議会 会長 田嶋勝正 

 

串本古座高等学校地域協議会が発足して、早３年が過ぎました。 

社会状況の変化とはいえ、最盛期には１，０００人ほどの生徒が学業に勤しんでいた串本古

座高等学校も、今や３００人を割るまでになってしまいました。出生数の減少もさることなが

ら、問題の核心は地域内からの入学率が低いことにあります。 

 こうした状況において、まず必要なことは学校の魅力アップを図ることだと思います。

「高校の魅力づくり」を支援するため、串本町と古座川町が資金を出し合って、平成２８年７

月に「串本古座高等学校地域協議会」を設立しました。設立後、「校内塾（愛称：くろしお

塾）」の設置、「高校と大学との交流」「グローバル講演会」の開催など、矢継ぎ早に事業を

展開してきました。何よりも「生徒ファースト」の観点から。これからも地域の皆さまにより

いっそう愛される串本古座高校を目指して、全力で支援をしていく所存ですので、皆さまのご

指導ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

串本古座高等学校 校長 左近晴久   

 

 串本古座高校はこの４月に９２名の新入生を迎え、全校生徒２６６名として新たな年度を

迎えました。昨年度は創立百周年として様々な記念事業を行いましたが、一方で残念ながら、

古座校舎は昨年度末をもって閉校舎となりました。そして１０１年目のいま、串本古座高校は

串本高校と古座高校の伝統を引き継ぎ、新たな世紀を歩み始めています。 

 本校は平成２９年度から、「串本古座高校魅力化プロジェクト」と名付け、「グローカ

ル」「クリエイティブ」「アドバンスト」の新たなコースの立ち上げ、全国募集の開始、地域

包括支援部（ＣＧＳ）の設置など、様々な改革に取り組んでいます。 

 また「地域まるごとキャンパス構想」のもとに、串本ダイビング協会のご協力を得てのス

キューバダイビング（科目マリンスポーツ）や地域事業所の協力を得ての長期インターンシッ

プ（科目串本デュアル）をはじめとして、串本町役場、古座川町役場、トルコ共和国大使館な

ど各所のご協力を頂きながら、地域の教育資源を活用した特色ある授業を展開しています。 

 この広報紙をとおして、そんな串本古座高校を知っていただければ幸甚です。これからも

保護者の皆様、地域の皆様には変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいた

します。 
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４月 

入学式 

  

４月９日（火）、串本町教育委員会の潮
﨑教育長様をはじめとして多くの来賓の
方々のご臨席を賜り、串本古座高校第１
２回入学式が盛大に挙行されました。式
では左近校長先生が９２名の入学許可を
行ったあと式辞を述べ、川本育友会長様
の祝辞をいただきました。新入生を代表
して仁木愛里さんが力強く宣誓をしてく
れました。式終了後は各教室に入り、そ
れぞれの担任・副担任の先生から最初の
ホームルームがありました。  
 

 
 

対面式 

４月１０日（水）、新入生と２年生・
３年生の対面式を行いました。対面式で
は新入生と２年生・３年生が向かい合い、
生徒会長の伊森安美さんが歓迎する言葉
を述べました。それを受けて新入生代表
の栗林享志君が「自分自身で道を切り開
いていく、その一歩が串本古座高校です。」
「これからはじまる高校生活に大きな期
待と、少しの不安を抱いているので、ご

指導のほどよろしくお願いいたします。」
と決意を述べてくれました。  

 
 

５月 

 

くろしお塾 
多様な学びの場を提供し、地域を担う

人材を育成することを目的にした「くろ
しお塾」。今年は課外活動棟に自習室を
作りました。この自習室はネットを使っ
た大学受験対策や、様々な資格試験の勉
強に活用したいと考えています。   
その手始めに漢検対策学習会を５月１

９日（日）に実施しました。それぞれ申
し込んだ級の課題を、熱心に取り組んで
いました。  

 
 
 

和歌山県高等学校総合体育大会 

陸上競技・女子 7種競技で 

上野さんが優勝!! 
５月３１日（金）～６月２日（日）、

紀三井寺公園陸上競技場で和歌山県高等
学校総合体育大会陸上競技の部が開かれ
ました。中でも、２年生の上野晴夏さん
が女子七種競技で見事優勝を果たしまし
た。七種競技は 100ｍハードル、走り高
跳び、砲丸投げ、 200ｍ走、走り幅跳び、
やり投げ、800ｍ走の７種目の総合点で競
われる、技術と体力が必要な過酷な競技
です。上野さんは６月１３日～１６日に
大阪市で開かれた近畿大会に和歌山県代
表として出場しました。近畿の壁は厚か
ったようですが、来年さらなる活躍を期
待したいと思います。  

また、弓道部では３年生の岩見陽史君
が県大会で５位に入賞し、近畿大会に出
場します。  
県の高校総体で引退する３年生のみな

さん、３年間よく頑張りましたね、お疲
れ様でした。  

串本古座高校の一学期の動き 
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６月 

 

ヴァイオリンコンサート 

６月１８日（火）、ヴァイオリニスト
の荒井雅至先生、ピアノの小宮康裕先
生をお招きし、ヴァイオリンコンサー
トを串本中学校と合同で、本校体育館
で行いました。中学校の生徒会役員と
本校の吹奏楽部員が曲目や進行の仕方
を話し合い、この日のために準備を進
めてきました。  
エルガー作曲の「愛の挨拶」でコンサ

ートが始まり、ヴァイオリンの名曲が
続きました。途中、小宮先生がリスト作
曲「愛の夢」をピアノ独奏されたり、荒
井先生がビオラで「もののけ姫」と「浜
辺の唄」を弾いて、ヴァイオリンとはま
た違うその落ち着いた深い音色につい
て解説されていました。また、吹奏楽部
と「栄光の架け橋」を合奏したり、荒井
先生と小宮先生の演奏に合わせて中学
生が合唱したり、楽しい演奏会となり
ました。  

 

 

国際協力機構（JICA） 

トルコ事務所長の講演 

６月 14 日（金）、
国 際 協 力 機 構
（ JICA)トルコ事
務 所 長 の 安 井 毅
裕 さ ん に お 越 し
いただき、「現地
か ら 見 え る 最 近
のトルコ」と題し
た講演会を開きました。安井さんは前
日トルコから約 16 時間のフライトで東
京に入り、当日朝、羽田から南紀白浜空
港に到着。電車で串本に到着するなり
講演というハードスケジュールでした。
講演ではトルコの魅力や国際協力機構
が世界でどんな活動をしているのか紹
介していただきました。講演を聴いて
グローバル化が進む社会において、自
分とは違う考えや価値観を持つ人と理  
解し合うことや、異なる文化を尊重し
合うことの大切さを学びました。  
 

 

７月 

 

夏季球技大会 

熱い戦いが繰り広げられました 
期末考査終了後の７月４日（木）、５

日（金）の２日間、球技大会を行いまし
た。４日は男女混合でバレーボールと
ドッジボールを行い、５日は男女別に
バドミントンと卓球を行いました。３
年生は恒例になったおそろいのＴシャ
ツを着用し、クラスの団結を強めてい
ました。  

 

 

 

マリンスポーツ（２年生） 

スキューバダイビング・海洋実習 
７月９日（火）～１０日（水）の２

日 間 、 ２ 年 生 Ｂ 組 グ ロ ー カ ル コ ー ス
「マリンスポーツ」の授業で、スキュ
ー バ ー ダ イ ビ ン グ の 海 洋 実 習 を え び
すの浜において実施しました。両日と
も 時 折 小 雨 の 降 る あ い に く の 天 気 で
したが、各グループに分かれインスト
ラ ク タ ー の 方 々 の 温 か い ご 指 導 の も
と、ダイビングに必要な技術を学びま
した。次回は２学期で、いよいよボー
トダイビングです。串本の海を満喫し
ます！  
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昨年度末、串本古座高校の魅力化を

図るため、串本古座高等学校地域協議
会は文部科学省の 2019 年度「地域との
協働による高等学校教育改革推進事業
（高等学校等における研究開発）」に応
募しました。書類審査や文部科学省で
のヒアリングの結果、国からの予算支
援を受けられる全国 20 校の「研究開発
学校」には選ばれませんでしたが、それ
に次ぐ「地域協働推進校（アソシエイ
ト）」に認定されました。地域の歴史や
海洋関係に特徴があり、地域にある豊
富な資源を活かした授業を展開してい
ることが大きく評価されたからです。  
 今後開かれる「地域との協働による
高等学校教育改革推進事業」や「全国サ
ミット」に参加し、意見交換等を通じて
取組の深化をさらに図っていきます。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 令 和 ２年 １月 に現 行 制 度 最 後 のセンタ

ー試 験 が行 われ、令 和 ３年 １月 に新 入

試 「大 学 入 学 共 通 テスト」が実 施 されま

す。おおきな変 更 点は５つ、１つ目 はマー

ク方 式 は変 わらないが数 学 と国 語 で一

部 記 述 試 験 が導 入 されること、２つめは

マークシート式 問 題 に複 数 の正 解 がある

多 選 択 式 問 題 や、複 数 の選 択 肢 を組 み

合 わせて解 答 する連 動 型 複 数 選 択 問

題 が導 入 されること、３つめは英 語 のリス

ニングとリーディングの配 点 が変 わりリスニ

ングの割 合 が高 くなること、４つめは英 語

外 部 検 定 の導 入 により「読 む・聞 く」だけ

でなく「書 く・話 す」をはかる６種 類 の外 部

検 定 （ケンブリッジ、英 検 、T O E F L、

T E A P、 I E L T S、G T E C ）から自 分 で選 択

して受 験 しなければならないこと、５つめは

推 薦 試 験 も変 更 され、人 物 像 ・学 力 両

方 で判 定 をおこなうことです。（推 薦 試 験

、A O 試 験 でも思 考 力 ･判 断 力 ・表 現 力

を問 う試 験 を取 り入 れたり、一 般 試 験 で

も人 物 像 （ボランティアや学 校 での活 動

等 ）を見 ることが予 定 されています。）  

高校での取り組み 
 
 串 本 古 座 高 校 では、共 通 テスト対 策

について１，２学 年 大 学 進 学 希 望 者 全

員 に数 学 ・国 語 記 述 問 題 を盛 り込 んだ

模 試 を１０月 に実 施 します。また、英 語 外

部 検 定 についても、G T E C の試 験 形 式

に慣 れるため、２学 年 は８月 に、１学 年 は

１２月 に希 望 者 対 象 の模 試 を自 校 受 験

にて行 います。  

 

今後の取り組み 
 

 外 部 英 語 検 定 を利 用 して受 験 するた

めには共 通 I D が必 要 になります。２学 年

で大 学 入 試 を受 験 する可 能 性 がある生

徒 は全 員 登 録 する予 定 です (費 用 は無

料 )。１学 年 はまだ登 録 できません。英 語

検 定 についても令 和 ２年 度 に行 われる外

部 検 定 用 の予 約申 し込みが令和元年 ９

月 から始 まります。  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

串本古座高校は３００名足らずの小
さな高校です。  

地域の学校のために串本町と古座川
町 が 資 金 を 出 し 合 っ て 設 立 し た の が
「串本古座高等学校地域協議会」です。 

地域協議会は、平成 28 年 7 月の設立。
平成 29 年 4 月には専従のコーディネー
ターを配置して、「特色ある学校づくり」
「魅力ある学校づくり」の後押しをし
ています。  
 

地域協議会とは 

◇新入試制度について◇ 

地域協働推進校（アソシエイト）

として認められる 
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「クリエイティブ」「グローカル」「ア
ドバンスト」の 3 つのコース編成とな
った串本古座高校。  
 特に「グローカルコース」の教科が特
徴的です。このコースの生徒たちは２
年生になると「マリンスポーツ」「海洋
環境」など、この地域の自然と密接につ
ながりのある教科を学ぶことになりま
す。これらの教科で講師となるのが地
元の人たちです。串本海上保安署、串本
海中公園センター、近畿大学水産研究
所大島実験場、和歌山県水産試験場、エ
ビとカニの水族館、串本ダイビング事
業組合の方々、貝の蒐集家、化石の蒐集
家 な ど た く さ
ん の 事 業 所 と
個 人 に 講 師 と
し て 協 力 い た
だいています。
そして、そうし
た「人材」と高
校 を 繋 ぐ の が
コ ー デ ィ ネ ー
ターの役割りです。  
 
 
 
 
 
 
 
「マリンスポーツ」の科目の中でも

中心となるのがスキューバダイビング
の授業です。「野外での活動が苦手」、
ましてや「海の中に入るのがすごくつ
らい」などさまざまなタイプの生徒が
想定される中でスタートしたこの授業
ですが、2 年目に入った今の評判は上々
です。講義⇒プール⇒海といった順序
で学習が進んで行きますが、みんな楽
しく受講しています。講師を務める串
本ダイビング事業組合の方たちも丁寧
に、熱心に指導をしてくれています。  

こ の よ う
に 地 域 の 特
色 を 活 か し
た 授 業 を 経
験して、地域
に 愛 着 を 持
っ た 生 徒 た
ち が ど ん ど
ん 増 え て い
っ て ほ し い
と思います。  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

生徒の学力向上を後押しするため、
校内に学習塾を開設しました。塾の名
称は「くろしお塾」。串本の沖合を流れ
る黒潮のように、「逞しく、力強く成長
していってほしい」との願いを込めて
命名しました。  
 運営費用は地域協議会が拠出し、教
科指導は高校教諭が、人づくりはコー
ディネーターが企画しています。串本
古座高校の生徒なら誰でも利用できる
無料の塾です。公営塾の設置は、和歌山
県の公立高校では、ここ、串本古座高等
学校だけです。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 都市部の高校とは違い、大学や大学
生に接する機会の少ない地方の高校。
そうした弱点を補うために、積極的に
大学と交流を進めています。  
 昨年度は早稲田大学と和歌山大学の
2 回のフィールドワークに参加。本校の
生徒は大学生たちと意見交換をし、大
学の先生方から助言や指導も受け、大
学を身近に感じる有意義な体験をする
ことができました。こうした流れを受
けて、今年度は引き続き和歌山大学と
交流をしていきます。そして地域協議
会はそうした活動を支援しています。  
 

学校の「特色」が育ってきています 

大好評！ スキューバダイビング 

県内の公立学校ではここだけ！ 

「校内塾」 

教科指導 

くろしお塾 

進学指導 

英検講座 

漢検講座 

人づくり 

 

高大交流 

その他講座 

大学との交流も始めました 


